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〔
』俗
只
劇
科
り
輌
雨
∵
ハ
月
〕

三
手
文
庫
蔵

『古
今
秘
抄
』

凡

例

一
、
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵

『古
今
秘
抄
』
を
底
本
と
し
て
、
そ
の

右
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
蔵
旧
三
井
文
庫
本

『古

今
秘
伝
抄
』
と
の
異
同
を
記
し
た
。

一
、
三
手
文
庫
蔵

『
古
今
秘
抄
』
の
各
項
目
に
は
、
便
宜
上
番
号
を
付
し

た
。

一
、
異
同
の
う
ち
、
バ
ー
ク
レ
ー
校
蔵

『古
今
秘
伝
抄
』
に
存
し
な
い
本

文
は
中
黒

（
・
・
）
に
よ
っ
て
示
し
た
。

一
、
用
字

・
仮
名
遣
い
の
違
い
は
無
視
し
、
異
同
と
し
て
あ
げ
て
い
な
い
。

た
だ
し
漢
字
の
訓
読
等
の
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
を
記
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
句
読
点
を
私
に
施
し
た
。

一
、
異
体
字
、
旧
字
等
は
、
多
く
通
行
の
字
体
に
訂
し
た
が
、　
一
部
底
文

の
字
体
に
拠
っ
た
も
の
も
あ
る
。

一
、
見
せ
消
の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
本
文
を
作
成
し

近

本

　

謙

介

た
が
、
書
入

。
注
記
の
類
は
無
視
し
た
。

、
虫
損
等
に
よ
る
判
読
不
能
の
文
字
は
、　
一
字
分
を
□
に
よ

っ
て
示
し

て
空
欄
と
し
た
。

、
三
手
文
庫
蔵

『古
今
秘
抄
』
本
文
に
於
け
る
丁
数
を
括
弧
に
入
れ
て

記
し
た
。

、
冒
頭
の

「
も
く
ろ
く
」
及
び
末
尾
の

「
三
鳥
三
木
の
秘
事
」
は
、
バ

ー
ク
レ
ー
校
蔵

『古
今
秘
伝
抄
』
に
は
存
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
、

三
手
文
庫
蔵

『古
今
秘
抄
』
の
み
の
本
文
を
翻
刻
し
て
い
る
。

、
注
を
施
さ
れ
た

『
古
今
集
』
歌
と
の
対
応
関
係
は
、
本
文
に
付
し
た

番
号
と
対
応
さ
せ
て
、
解
題
に

一
覧
を
掲
げ
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照

さ
れ
た
い
。
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解

題

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
に
、

『古
今
秘
抄
」

（類
　
歌

・
函
　
宇
）

と
題
さ
れ
る
近
世
の
写
本

一
冊
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
簡
略
な
書
誌
を

記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

寸
法
　
　
一
〓
一
・
八
糎
×
一
六

。
二
糎

外
題
　
　
秘
抄
　
上
下

丁
数
　
　
一
一十
三
丁
　
巻
頭

・
巻
末
に
遊
紙
各

一
丁

外
題
は
表
紙
に
直
書
さ
れ
、
内
題
は
な
く
、
日
録
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

十
七
丁
裏
に

「
一
校
畢
」
と
し
た
後
、
十
八
丁
め
を

「
下
巻
」
と
し
て
始

め
る
こ
と
か
ら
、
外
題
に
も
記
す
如
く
、
元
は
上
下
二
巻
仕
立
て
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『古
今
秘
抄
』
の
名
は
、
奥
書
直
前
に

「古
今
秘

抄
終
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
書
名
と
し
た
が
、
こ
れ

も

一
般
的
な
書
名
以
上
の
意
味
は
持
た
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
物
は
、
夙
に
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
、
容
易

に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
本
書
に
つ
い
て
の

研
究
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
書
は
、

「古
今
集
』
か
ら
約
四
十
首
を
抜
き
出
し
て
注
を
加
え
た
、

抜
書
的
な
古
今
注
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
仮
名
序
の
引
歌
を
注
し
た
も

の
も
あ
り
、
さ
ら
に

『新
古
今
集
』

・
『続
古
今
集
』
歌
、
各

一
首
が
混

入
し
て
い
る
。
序
注

・
歌
注
と
い
っ
た
整
然
と
し
た
枠
組
み
に
も
収
ま
ら

ず
、
ま
た
正
統
な
古
今
注
の
書
に
お
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
、
他
集
歌
の

混
入
と
い
っ
た
現
象
か
ら
し
て
も
、
本
書
は
古
今
注
の
い
わ
ゆ
る
末
流
の

書
と
の
誇
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
本
書
が
注
を
施
す
態
度
は
、
豊
富
に
本
説
と

し
て
の
故
事
や
物
語
等
を
引
く
も
の
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期

に
か
け
て
の

『昆
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』

。
「古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流

抄
』

。
『古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
』
、
あ
る
い
は
尊
円

。
頓
阿

・
了
誉
な

ど
の

『序
注
』
の
系
譜
を
引
く
末
書
と
し
て
の
性
格
も
見
逃
せ
な
い
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
説
の
中
に
は
、

「塵
添
壇
憂
妙
』

・
『
日
本
記

一

神
代
巻
取
意
文
』
と
い
っ
た
中
世
の
教
養
を
支
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る

書
や
神
道
書
、
さ
ら
に
は

『神
道
集
』

・
説
経
と
い
っ
た
文
芸
の
領
域
と

も
接
す
る
表
現
を
持
つ
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
今
注
と
伊
勢
物
語

注
と
の
接
点
に
お
い
て
生
成
し
た
と
覚
し
き
、

「古
今
集
』

（巻
十
七

・

雑
上

。
九

一
七
）
、

「
す
み
よ
じ
と
あ
ま
は
つ
ぐ
と
も
長
居
す
な
人
忘
草

お
ふ
と
い
ふ
な
り
」
歌
に
付
さ
れ
る
住
吉
の
忘
草
の
説
の
う
ち
の
、

『古

今
秘
抄
』
の
独
自
要
素
が
、
同
時
代
の
文
芸
で
あ
る

『
住
吉
縁
起
』

（慶

応
義
塾
図
書
館
蔵

・
室
町
時
代
物
語
大
成
所
収
）
の
物
語
や
、
い
わ
ゆ
る

『古
今
為
家
抄
』
の
異
本
と
共
通
す
る
点
な
ど
は
、
殊
に
興
味
深
い
問
題

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「本
説
を
も

っ

て
説
く
古
今
注
ひ
と
つ
―
三
手
文
庫
蔵

『古
今
秘
抄
』
考
―
」

（
『待
兼

山
論
叢
』
第
二
十
六
号
文
学
篇
　
一
九
九
二

。
十
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
、　
一
般
的
な
古
今
注
の
本
説
と
い
っ
た
概
念
か
ら
は
逸

脱
す
る
も
の
の
、
中
世
の
教
養
や
理
解
の
一
端
と
も
い
え
る
説
を
開
陳
し

て
お
り
、
本
書
を
、
古
今
注
の
末
流
の
書
の
あ
り
方
を
探
る
資
料
と
し
て
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と
同
時
に
、
古
今
注
の
形
式
を
借
り
た
中
世
の
一
種
の
教
養
書
と
し
て
読

む
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

成
立
に
関
し
て
は
、
対
校
本
文
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
蔵
旧
三
井
文
庫
本

『古
今
秘
伝
抄
』
の
奥
書
と
の
比
較
か
ら
考
え

て
み
た
い
。

◎
古
今
秘
抄

古
今
秘
抄
終

右
條
々
の
外
住
居
御
照
海
候
へ
。
残
々
不
有
篤
御
疑
心
。
以
誓
句
申
候
。

す
ゑ
の
露
本
の
雫
と
な
り
ぬ
と
も

い
に
し
へ
い
ま
の
ち
き
り
わ
す
る
な

天
文
十
年
十
月
十

一
日

右
常
州
鹿
嶋
住
人
田
山
和
泉
守
以
證
本
写
之
。
折
節
可
用
取
篭
之
硼
に
て

候
ゆ
へ
覚
意
写
畢
。
損
落
之
多
字
不
可
勝
計
。
後
覧
之
助
筆
希
意
な
り
。

◎
古
今
秘
伝
抄

以
上
拾
六
ヶ
條
、
此
外
ニ
ハ
住
吉
も
上
覧
ま
し
ま
せ
。
残
不
申
候
。
御

疑
ひ
の
心
晴
さ
ん
た
め
、
せ
ひ
し
を
以
て
申
候
。
依
て
一
首
、

す
ゑ
の
露
も
と
の
雫
と
成
ぬ
と
も

古
し
へ
今
の
ち
き
り
忘
る
な

右

一
冊
常
州
鹿
嶋
住
人
田
山
和
泉
守
法
名
道
吟
證
本
以
て
写
之
。
折
節
取

込
之
硼
に
て
覚
ま
て
に
書
写
畢
。
落
字
あ
け
て
不
可
員
。
唯
後
続
之
た
す

け
迄
也
。

慶
長
六
歳
十
月
廿
四
日
早
川
弥
助
写
之
。

元
禄
二
己
年
四
月
中
三
武
城
之
南
麻
布
屋
居
住
豊
嶋
貞
知
写
之
。
其
後
萩

原
久
時
、
後
三
浦
命
雅
所
持
。
寛
保
四

（甲
子
）
年
九
月
源
永
利
峯
写
之
。

柳
不
免
許
他
見
也
。

延
享
三

（丙
寅
）
年
猛
春
写
之

両
書
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
全
く
別
個
に
記
さ
れ
た
の
で
な
い
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

「古
今
秘
抄
』
に

「
天
文
十
年
十
月
十

一
日
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
文
十

（
一
五
四

一
）
年
を
、
本
書
の
成
立
の
下
限

と

一
応
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。　
一
方

『
古
今
秘
伝
抄
』
は
こ
の
部
分

を
欠
い
て
お
り
、

『古
今
秘
抄
』
の
記
す

「
天
文
十
年
」
は
、
後
世
の
、

成
立
年
次
を
引
き
上
げ
、
そ
の
成
立
を
室
町
期
に
擬
す
る
た
め
の
所
為
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
間
も
生
し
て
く
る
が
、
逆
に

『古
今
秘
抄
』
が
記
さ

な
い

「慶
長
六
歳
」

（
一
六
〇

一
年
）
以
下
の
書
写
奥
書
を

『古
今
秘
伝

抄
』
が
有
す
る
か
ら
、

『古
今
秘
抄
』
の
奥
書
に
信
を
置
か
な
い
と
し
て

も
、
中
世
最
末
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。内
容
か
ら
も
、
末
尾
に

「
三
鳥
三
木
の
秘
事
」
と
し
て
、

「御
賀
玉
木
」

。
「妻
戸
に
け
つ
り
花
の
事
」

。
「
か
わ
な
草
の
事
」

。
「
百
千
鳥
の
事
」

。
「
呼
子
鳥
の
事
」

。
「
稲
負
鳥
の
さ
た
」
を
あ
げ
る
こ
と
か
ら
、
古
今

伝
授
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
秘
事
と
し
て
記
す
資
料
の
初
見
、

『古
今
伝
受

二
条

・
冷
泉
両
家
切
紙
又
箱
伝
授
』
の
文
明
十
二

（
一
四
八
〇
）
年
を
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
も
ま
た
な
い
と
考
え
ら
れ
、
本
書
中
の

「
三
鳥
三
木
の
説
」
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は
、

『古
今
和
歌
集
姫
小
松
』
等
に
同
文
的
に
一
致
す
る
記
述
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
、
周
辺
の
古
今
注
や
、
古
今
伝
授
の
切
紙
の
類
と
の
影
響
関

係
も
無
視
で
き
な
い
。

『
古
今
秘
抄
』
成
立
前
の
古
今
集
注
釈
の
動
向
を
窺
う
に
、
文
明
三

（
一
四
七

一
）
年
に

『古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
が
成
り
、
以
後
宗
祇
流

の
古
今
伝
授
は
三
条
西
実
隆

。
実
枝
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

一
方
で

東
常
縁
を
介
さ
な
い
三
条
家
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
尭
考
流
に
お
い
て
は
、

延
徳
四

（
一
四
九
二
）
年
、
尭
恵
が

『延
五
記
』
を
著
し
、
そ
の
後
継
者

経
厚

・
泰
昭
に
よ
っ
て

『泰
昭
聞
書
』

（永
正

一
四
年

。
一
五

一
七
）
、

『尊
鎮
聞
書
』

（享
禄
三
年

。
一
五
三
〇
）
が
残
さ
れ
て
い
く
。

『古
今
秘
抄
』
に
も
、
宗
祇
以
降
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
秘
事

説
の
影
響
を
考
え
る
べ
き
体
裁
が
み
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、

「古

今
集
』
の
巻
順
に
必
ず
し
も
従
う
こ
と
な
く
数
十
項
目
を
あ
げ
、
あ
た
か

も
切
紙
を
張
り
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
し
か
も
本
説
を
豊
富
に
取
り
込

み
な
が
ら
説
く
類
の
古
今
注
は
、
こ
の
室
町
後
期
に
お
い
て
も
か
な
り
特

異
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
室
町
期
の
吉
今
集
注
釈
書
に
関
し
て
も
、

曼
殊
院
蔵
の
古
今
伝
授
資
料
の
刊
行
な
ど
、
資
料
の
整
備
が
始
め
ら
れ
た

ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
の
翻
刻
紹
介
も
、
室
町
期
に
い
か
な
る
方
法

・
態

度
に
よ
っ
て
古
今
注
の
末
流
の
書
が
綴
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
探
る
、
基
礎

作
業
の
ひ
と
つ
に
他
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
伝
本
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
試
み
て
お
き
た
い
。

「古
今

秘
抄
「
お
よ
び
対
校
本
文
の

『古
今
秘
伝
抄
』
い
ず
れ
に
し
て
も
、　
一
般

的
な
名
称
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

「国
書
総
目
録
』
に
も
多
数
、
同
名
の

書
物
を
見
出
せ
る
が
、
そ
こ
に
載
る
同
名
の
書
物
は
、
現
時
点
で
未
見
の

も
の
も

一
点
あ
る
が
、
三
手
文
庫
に
蔵
さ
れ
る

『古
今
秘
抄
』
と
は
内
容

を
異
に
し
て
お
り
、
類
似
の
書
名
を
持
つ

『古
今
秘
伝
抄
』
に
関
し
て
も

す
べ
て
別
書
で
あ
る
。
但
し
、
国
文
学
研
究
資
料
館

『
調
査
研
究
報
告
』

第
五
号

（昭
五
九

・
三
）
所
収

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

旧
三
井
文
庫
本
目
録
稿
」
に
、　
コ
ホ
　
一
〇
二
」
の
分
類
番
号
で
載
る
、

延
享
三

（
一
七
四
六
）
年
の
書
写
に
な
る

『古
今
秘
伝
抄
』

一
冊
は
、
記

述
と
配
列
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
同
じ
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
現
在

の
調
査
で
判
明
し
た
伝
本
は
こ
れ
の
み
で
、

『古
今
集
の
世
界
　
伝
授
と

享
受
』

（世
界
思
想
社
　
一
九
八
六
）
に
お
い
て
田
村
緑
氏
が
作
成
さ
れ

た

「古
今
和
歌
集
注
釈
書

一
覧
」
に
は
、
い
ず
れ
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

翻
刻
本
文
に
付
し
た
番
号
に
し
た
が
っ
て
、

「古
今
秘
伝
抄
』
の
記
事
の

配
列

。
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

３７

～

３９

１

～

‐９

（十
六
ケ
條
の
大
事
）

２０

～

３６

奥
書

す
な
わ
ち

『古
今
秘
伝
抄
』
は
、

『古
今
秘
抄
』
が
巻
頭
に
記
す

「も

く
ろ
く
」
お
よ
び
末
尾
の

「
三
鳥
三
木
の
秘
事
」
を
欠
い
て
お
り
、

『古

今
秘
抄
』
が

「
秘
事
」
を
記
す
直
前
の
三
鳥
の
注
釈
が
、

「古
今
秘
伝
抄
』
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で
は
、
巻
頭
に
配
さ
れ
て
い
る
。

『古
今
秘
伝
抄
』
は

「
２０
、
ぁ
さ
な
け

と
い
ふ
事
」
の
直
前
に

「
十
六
ケ
條
の
大
事
」
と
す
る
も
の
の
、
歌

一
首

に
対
す
る
注
を

一
ケ
條
と
数
え
る
と
、
以
下
奥
書
に
至
る
ま
で
に
は
、
十

七
首
に
対
す
る
歌
注
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『新
古
今
集
』
お
よ
び

『続
古

今
集
』
歌
の
混
入
は
、
共
に
こ
の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
二
首
を
後

の
憲
入
と
み
て
も
、
十
六
ケ
條
に
は
な
ら
な
い
。

両
書
の
先
後
関
係
を
簡
単
に
断
じ
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
バ
ー
ク
レ

ー
校
蔵

『古
今
秘
伝
抄
』
の
奥
書
は
、

『古
今
秘
抄
』
が
記
す

「
天
文
十

年
十
月
十

一
日
」
の
部
分
を
欠
い
て
お
り
、
翻
刻
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、

室
町
期
成
立
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
記
事
的
に
も
多
く
、
後
に
述
べ
る
如

く
、
よ
り
欠
落
の
少
な
い
三
手
文
庫
本

『古
今
秘
抄
』
を
底
本
と
す
る
こ

と
に
し
た
。

そ
れ
で
は
、
両
本
文
の
校
合
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
本
文
の
問
題
を
記
し

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
相
互
の
本
文
に
数
文
字
単
位
の
異
同
が
あ
り
な
が

ら
も
、
両
書
と
も
に
文
意
が
通
じ
る
箇
所
は
措
く
と
し
て
、
い
ま
少
し
長

い
分
量
で
の
異
同
を
き
た
し
て
い
る
部
分
の
性
格
を
み
て
い
き
た
い
。

『古
今
秘
伝
抄
』
に
は
、
十
か
ら
二
十
文
字
程
度
の
欠
落
が
み
ら
れ
る

箇
所
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
た
と
え
ば
、

「
１
、
さ
き
く
さ
の
物
か
た
り
」

中
に
は
、
数
箇
所
に
わ
た
っ
て
、

『古
今
秘
伝
抄
』
に
は
存
し
な
い
記
述

が
み
ら
れ
、
関
自
の
家
を
檜
波
で
葺
く
理
由
に
つ
い
て

『古
今
秘
抄
』
が

国

謝

型

習

Ｊ

日

引

劇

「

国

刊

劃

∃

引

淵

劇

鮒

家
測
利
日
、
物
の
よ
こ
し
ま
に
非
な
る
こ
と
を
い
と
ふ
ｄ
酬
劇
創
越

日
ｄ
、
剣
「
り
劃
謝
コ
ｕ
引
、
直
に
お
ち
つ
く
事
を
お
も
て
と
す
る

家
な
れ
は
、

と
す
る
傍
線
部
が
欠
落
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
は
そ
の
欠
落
に
よ

っ
て
文
意
が
不
通
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
に
わ
か
に

『古
今
秘
伝
抄
』

の

「欠
落
」
と
は
断
じ
難
い
。

「
３
、
紫
の
ゆ
か
り
の
草
と
い
ふ
事
」
で
は
、
古
今
注

。
伊
勢
物
語
注

双
方
に
頻
繁
に
語
ら
れ
る
、

「大
納
言
み
さ
こ
丸
」

（
『古
今
秘
抄
』

・

『古
今
秘
伝
抄
』
は

「
み
さ
い
ま
る
」
と
す
る
）
説
話
が
語
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で

『古
今
秘
抄
』
が
、

昔
、
大
納
言
み
さ
い
ま
る
と
い
ふ
も
の
、
武
蔵
二
十
四
郡
を
知
行
に

し
て
、
栄
花
に
さ
か
え
た
る
に
、
創
園
目
葡
ｕ
事
凋
ｄ
＝
洲
倒
国
ｄ

洲
ｕ
別
創
利
測
例
「
然
目
―
例
冽
劃
口
劃
劉
、
叡
慮
の
御
免
し
を
申

所
に
、
終
に
不
叶
ゆ
へ
、

と
す
る
傍
線
部
を

『古
今
秘
伝
抄
』
は
欠
い
て
お
り
、
こ
れ
で
は

「叡
慮

の
御
免
し
を
申
」
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
経
緯
が
わ
か
ら
ず
、
文
意
不

通
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
や
ら

『古
今
秘
伝
抄
』
に
は
書
写
の
際
に
本

文
の
欠
落
を
生
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
ら
し
い
。

「
５
、
鴫
の
羽
か
き
を
か
す
か
く
と
い
ふ
事
」
に
お
い
て

『古
今
秘
抄
』

が
、
君
か
こ
ぬ
よ
の
つ
も
る
測
ｄ
捌
劇
州
―
ヨ
倒
洲
劃
例
＝
ｕ
「
利
洲
Ｊ

劇
劃
日
洞
利
ｄ
が
引
洲
釧
ｄ
日
、
涙
を
排
ふ
事
な
り
。

と
す
る
傍
線
部
を

『古
今
秘
伝
抄
』
は
欠
く
た
め
、
こ
こ
で
も
や
や
文
意

不
通
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
欠
落
が
起
こ
っ
た
原
因
と
し
て
、

欠
落
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
の
冒
頭

「
涸
を
排
ふ
」
と
欠
落
直
後
の

「
涙

-38-



を
排
ふ
」
の
一
致
、
つ
ま
り
書
写
段
階
で
の
目
移
り
を
想
定
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
先
に
あ
げ
た

「大
納
言
み
さ
い
ま
る
」
説
話
の
明
ら
か
な
欠

落
部
分
も
そ
の
冒
頭
と
欠
落
直
後
の
文
字

「叡
慮
」
が

一
致
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん

『古
今
秘
伝
抄
』
に
お
け
る
文
意
不
通
部
分
の
原
因
の
全
て

を
そ
こ
に
帰
結
さ
せ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
同
じ
く

「
５
、
鴫
の
羽
か
き

を
か
す
か
く
と
い
ふ
事
」
の
冒
頭
を

『古
今
秘
伝
抄
』
は
欠
い
て
お
り
、

文
意
不
通
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
さ
ら
に
単
純
な
書
写
上
の
ミ

ス
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

同
様
の
例
と
し
て
、

「
１６
、
せ
ん
と
う
か
の
事
」
の
末
尾
、

此
は
な
を
梅
に
お
と
し
つ
く
る
こ
と
は
、
定
家
の
尋
に
、
う
ち
わ
た

す
お
ち
か
た
人
は
こ
た
へ
ね
と
匂
ひ
そ
名
の
る
袖
の
梅
か
え
、
ｄ
週

０

と
す
る

『古
今
秘
抄
』
本
文
の
傍
線
部
を
欠
い
た

『古
今
秘
伝
抄
』
本
文

の
事
例
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

概
し
て

『古
今
秘
伝
抄
』
に
は
本
文
の
欠
落
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
く
、

「古
今
秘
抄
』
の
方
が
よ
り
善
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
７
、
う
ふ
や
い
は
ゐ
の
も
の
か
た
り
」
の
末
尾
近
く
を
校
合
本
文
の

形
で
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

◎
右

『古
今
秘
博
抄
』

・
左

『古
今
秘
抄
』

扱
は
、
神
武
の

●
●
●
●
●
●
●
０　
　
ま
い
ら
せ
り
、
　
　
波
　
　
　
　
　
・

御
時
の
如
く
、
狙
々
直
に
ま
い
り
　
　
、
磯
の
浪
わ
け
沖
に
出
に
け
り
と
、

如
何
し
て
、　
　
　
　
　
　
讀
　
や

。　
ｄ
洲

わ
れ
お
く
り
た
る
酒
を
は
い
は
て
　
、
か
く
の
こ
と
く
詠
る
な
り
。

Ｊ

馴

ａ

創

卸

「

翻

魯

目

洲

矧

易

刻

「

「

劃

「

ゴ

飼

彗

∃

Ｊ
月
刻
瀾
剰
樹
Ч　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
。

玉
た
れ
と
い
ふ
は
、
瓶
の
日
に
薬
か
ゝ
り
た
る
所
有
。

傍
線
部
分
が
な
い
た
め
に
、

『古
今
秘
抄
』
で
は

「
玉
た
れ
と
い
ふ
は
」

が
い
か
に
も
唐
突
に
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
逆
に
、

『古

今
秘
抄
』
の
側
に
も
本
文
の
欠
落
を
認
め
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
よ
う
で

あ
る
。「３７
ヽ
い
な
を
ゝ
せ
鳥
の
さ
た
」
中
の
校
合
本
文
を
あ
げ
る
こ
と
に
す

２つ
。

又
い
は
く
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
　
　
　
　
　
　
・
・
・

わ
か
か
と
に
と
よ
め
る
い
な
あ
ふ
せ
と
り
は
、
馬
の
こ
と
と
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心
得

へ
し
。
秋
稲
を
負
て
と
る
に
よ
り
て
、
稲
負
鳥
と
い
ふ
也
。
業
田
の

。
・
・
・
　
馬
く
る
し
み
を
う
け
て
な
き
し
に
よ
り
、

稲
を
負
て
、
　

く
る
し
け
に
　
　
　
鳴
そ
む
る
よ
り
、
か
り
か
ね
の
来
る

も
は
や
く
見
え
た
り
。
け
さ
吹
風
に
と
は
、
西
よ
り
は
や
く
く
る
こ

こ
と
を
風
に
た
と
え
て
　
、

と
を
風
に
た
と

へ
た
り
。
さ
る
に
よ
つ
て
、

今
朝
ふ
く
風
に
雁
は
来
に
け

讀
給
ふ
。

り
と
よ
め
る
。

「
と
る
に
よ
り
て
、
稲
負
鳥
と
い
ふ
也
。
業
田
の
稲
を
負
て
、
」
の
部
分

は
、

『古
今
秘
伝
抄
』
の
よ
う
に
な
く
て
も
、
必
ず
し
も
文
意
が
通
し
な

い
訳
で
は
な
い
が
、

『古
今
秘
伝
抄
』
本
文
が
欠
け
る
直
前
が

「
負
て
」

で
、
そ
の
欠
文
の
末
尾
が
や
は
り

「
負
て
」
で

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

先
に
見
た
書
写
の
際
の
日
移
り
の
可
能
性
も
含
め
て
、
こ
こ
に
も

『古
今

秘
伝
抄
』
本
文
の
欠
落
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

続
く

『
古
今
秘
伝
抄
』
の
傍
線
部

「
け
さ
ふ
く
風
に
と
は
、
西
よ
り
は

や
く
く
る
こ
と
を
風
に
た
と

へ
た
り
。
さ
る
に
よ
つ
て
、
」
は

『古
今
秘

抄
』
に
は
な
い
独
自
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

『古
今
秘
抄
』
の
よ

う
に

「業
田
の
稲
を
負
て
、
く
る
し
け
に
鳴
そ
む
る
よ
り
、
か
り
か
ね
の

来
る
こ
と
を
風
に
た
と
え
て
、
今
朝
ふ
く
風
に
雁
は
来
に
け
り
と
よ
め
る
。

」
で
は
や
や
文
意
が
通
じ
に
く
い
。

『古
今
秘
抄
』
の
欠
落
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
欠
落
と
覚
し
き
箇
所
の
冒
頭
と
、
欠
落
後
の

「
今
朝
ふ
く
風
に
」
が

一
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

「
３７
、
い
な
を
ゝ
せ
と
り
の
さ
た
」
の
本
文
ひ
と
つ
を
み

て
も

『古
今
秘
伝
抄
』
の
欠
落
を

『古
今
秘
抄
』
で
補
い
得
る
と
同
時
に
、

そ
の
直
後
に
は
逆
の
現
象
が
起
こ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

以
上
、
両
書
の
校
合
を
通
し
て
、
全
体
的
に
は

『古
今
秘
抄
』
が

『古

今
秘
伝
抄
』
に
比
し
て
よ
り
善
本
で
あ
る
が
、

『古
今
秘
抄
』
本
文
に
も

欠
落
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
を

『古
今
秘
伝
抄
』
が
補
い
得
る
場
合
も
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
か
と
思
う
。
さ
ら
な
る
善
本
が
現
わ
れ
な
い
限

り
、
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵

『古
今
秘
抄
』
を
底
本
と
し
て
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
蔵
旧
三
井
文
庫
本

『古
今
秘
伝
抄
』
に

よ
っ
て
校
訂
し
な
が
ら
読
む
の
が
最
善
の
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

最
後
に
、
翻
刻
本
文
の
番
号
に
し
た
が
っ
て
、

『古
今
秘
抄
』
に
取
り

上
げ
ら
れ
た

『古
今
集
』
歌
の
所
在

一
覧
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

『古
今

秘
抄
』
の
目
録
の
次
に
、
新
編
国
歌
大
観
本
に
よ
っ
て
、

『古
今
集
』
歌

お
よ
び
そ
の
所
在
を
掲
げ
、
さ
ら
に

『古
今
秘
抄
』

。
『古
今
秘
伝
抄
』

の
引
く
歌
と
語
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
を
注
記
し
た
。
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◎

『古
今
集
』
対
応

一
覧

（な
お
、

『古
今
秘
抄
』
は

「
秘
抄
」
、

「古
今
秘
伝
抄
』
は

「
秘

伝
抄
」
と
略
記
し
た
。
）

１
、
さ
き
く
さ
の
物
か
た
り

こ
の
と
の
は
む
べ
も
と
み
け
り
さ
き
草
の
み
つ
ば
よ
つ
ば
に
と
の
づ
く

り
せ
り（仮
名
序

。
い
は
ひ
う
た
）

２
、
わ
か
の
浦
の
さ
た

わ
か
の
浦
に
し
ほ
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
な
み
あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
な

き
わ
た
る

（仮
名
序

。
赤
人
）

３
、
紫
の
ゆ
か
り
の
草
と
い
ふ
事

紫
の
ひ
と
も
と
ゆ
ゑ
に
む
さ
し
の
ゝ
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る

（巻
十
七

・
雑
歌
上
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
八
六
七
）

４
、
わ
す
れ
く
さ
の
こ
と

す
み
よ
し
と
あ
ま
は
つ
ぐ
と
も
な
が
ゐ
す
な
人
忘
草
お
ふ
と
い
ふ
な
り

（巻
十
七

・
雑
歌
上
　
み
ぶ
の
た
だ
み
ね

。
九

一
七
）

５
、
鴫
の
羽
か
き
を
か
す
か
く
と
い
ふ
事

暁
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
き
君
が
こ
ぬ
夜
は
我
ぞ
か
ず
か
く

（巻
十
五

・
恋
歌
五
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
七
六

一
）

６
、
む
ら
さ
き
の
ね
す
り
の
衣
と
い
ふ
事

こ
ひ
し
く
は
し
た
に
を
お
も
へ
紫
の
ね
ず
り
の
衣
色
に
い
ず
な
ゆ
め

（巻
十
三

・
恋
歌
三
　
よ
み
人
し
ら
ず

・
六
五
二
）

二
句
　
を
―
も

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

結
句
　
い
ず
な
ゆ
め
―
い
つ
な
ん

（秘
伝
抄
）

７
、
う
ふ
や
い
は
ゐ
の
も
の
か
た
り

玉
だ
れ
の
こ
が
め
や
い
づ
ら
こ
よ
ろ
ぎ
の
い
そ
の
浪
わ
け
お
き
に
い
で

に
け
り（巻
十
七

・
雑
歌
上
　
と
し
ゆ
き
の
朝
臣

・
八
七
四
）

三
句
　
こ
よ
ろ
ぎ
の
―
こ
ゆ
る
き
の

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

結
旬
　
に
―
ナ
シ

（秘
伝
抄
）

８
、
み
よ
し
の
の
あ
わ
を
か
た
ま
の
こ
と

み
よ
し
の
の
よ
し
の
の
た
き
に
う
か
び
い
づ
る
あ
わ
を
か
た
ま
の
き
ゆ

と
見
つ
ら
む

（巻
十

。
物
名
　
と
も
の
り

。
四
三

一
）

三
句
　
び
―
み

（秘
伝
抄
）

結
句
　
き
ゆ
と
見
つ
ら
む
―
き
ゆ
も
み
ゆ
ら
ん

（秘
伝
抄
）
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９
、
妻
戸
に
け
つ
り
花
と
い
ふ
こ
と

花
の
木
に
あ
ら
ざ
ら
め
ど
も
さ
き
に
け
り
ふ
り
に
し
こ
の
み
な
る
と
き

も
が
な（巻
十

。
物
名
　
文
屋
や
す
ひ
で
。
四
四
五
）

四
句
　
に
―
こ

（秘
抄
）

１０
、
百
わ
か
ふ
と
い
ふ
事

花
ご
と
に
あ
か
ず
ち
ら
し
し
風
な
れ
ば
い
く
そ
ば
く
わ
が
う
し
と
か
は

思
ふ
（巻
十

。
物
名
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
四
六
四
）

二
句
　
ち
ら
し
し
―
ち
ら
せ
し

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

結
句
　
は
―
も

（秘
伝
抄
）

Ｈ
、
こ
ゝ
ら
な
く
と
い
ふ
事

こ
づ
た
へ
ば
お
の
が
は
か
ぜ
に
ち
る
花
を
た
れ
に
お
ほ
せ
て
こ
こ
ら
な

く
ら
む（巻
二

・
春
歌
下
　
そ
せ
い
。
一
〇
九
）

初
旬
　
こ
づ
た
へ
ば
―
は
る
く
れ
は

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

‐２
、
よ
た
ゝ
な
く
と
い
ふ
事

五
月
雨
の
そ
ら
も
と
ど
ろ
に
郭
公
な
に
を
う
し
と
か
よ
た
だ
な
く
ら
む

（巻
三

・
夏
歌
　
つ
ら
ゆ
き

ｏ
一
六
〇
）

‐３
、
ふ
る
の
中
道
と
い
ひ
な
ら
は
す
こ
と

い
そ
の
か
み
ふ
る
の
な
か
道
な
か
な
か
に
見
ず
は
こ
ひ
し
と
思
は
ま
し

や
は
（巻
十
四

・
恋
歌
四
　
つ
ら
ゆ
き

ｏ
六
七
九
）

結
句
　
思
は
ま
し
や
は
―
い
も
い
ま
し
や
は

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

‐４
、
ま
と
ゐ
す
る
と
い
ふ
事

思
ふ
ど
ち
ま
と
ゐ
せ
る
夜
は
唐
錦
た
た
ま
く
を
し
き
物
に
ぞ
あ
り
け
る

（巻
十
七

・
雑
歌
上
　
よ
み
入
し
ら
ず

ｏ
八
六
四
）

‐５
、
道
を
道
に
た
ヽ
す
と
よ
め
る
事

さ
さ
の
は
に
ふ
り
つ
む
雪
の
う
れ
を
お
も
み
本
く
だ
ち
ゆ
く
わ
が
さ
か

り
は
も（巻
十
七

・
雑
歌
上
　
よ
み
人
し
ら
ず

・
八
九

一
）

三
句
　
う
れ
を
お
も
み
―
う
れ
を
も
み

（秘
抄
）

四
句
　
ゆ
く
―
ゆ
け

（秘
伝
抄
）

‐６
、
せ
ん
と
う
か
の
事

う
ち
わ
た
す
を
ち
方
人
に
物
ま
う
す
わ
れ
そ
の
そ
こ
に
し
ろ
く
さ
け
る

は
な
に
の
花
ぞ
も

（巻
十
九

・
雑
体
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
一
〇
〇
七
）
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‐７
ヽ
よ
し
の
川
を
引
て
世
間
を
恨
と
云
事

流
れ
て
は
妹
背
の
山
の
な
か
に
お
つ
る
よ
し
の
の
河
の
よ
し
や
世
中

（巻
十
五

・
恋
歌
五
　
読
入
し
ら
ず

・
八
二
八
）

‐８
、
門
出
の
時
の
心
持
の
様
体

い
で
て
ゆ
か
ん
人
を
と
ど
め
む
よ
し
な
き
に
と
な
り
の
方
に
は
な
も
ひ

ぬ
か
な（巻
十
九

・
雑
体
　
一
本
、
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
一
〇
四
三
）

二
句
　
と
ど
め
む
―
と
ゝ
む
る

（秘
伝
抄
）

‐９
ヽ
善
悪
に
つ
か
さ
る
こ
と
あ
し
き
段
を
よ
め
る

木
に
も
あ
ら
ず
草
に
も
あ
ら
ぬ
竹
の
よ
の
は
し
に
わ
が
身
は
な
り
ぬ
べ

ら
な
り（巻
十
八

・
雑
歌
下
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
九
五
九
）

２０
、
ぁ
さ
な
け
と
い
ふ
事

あ
さ
な
け
に
見
べ
き
き
み
と
し
た
の
ま
ね
ば
思
ひ
た
ち
ぬ
る
草
枕
な
り

（巻
八

・
離
別
歌
　
寵

・
三
七
六
）

二
句
　
見
べ
き
―
み
ゆ
へ
き

（秘
伝
抄
）

２‐
、
す
か
る
な
く
の
さ
た

す
が
る
な
く
秋
の
は
ぎ
は
ら
あ
さ
た
ち
て
旅
行
く
人
を
い
つ
と
か
ま
た

ん

（巻
八

・
離
別
歌
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
三
六
六
）

２２
、
梅
の
本
す
へ
と
云
事

わ
が
そ
の
の
梅
の
ほ
つ
え
に
鶯
の
ね
に
な
き
ぬ
べ
き
こ
ひ
も
す
る
か
な

（巻
十

一
。
恋
歌

一　
読
人
し
ら
ず

ｏ
四
九
八
）

初
旬
　
そ
の
の
―
そ
の
に

（秘
抄
）

２３
、
つ
か
ね
を
の
さ
た

あ
は
れ
て
ふ
事
だ
に
な
く
は
な
に
を
か
は
恋
の
み
だ
れ
の
つ
か
ね
を
に

せ
む
（巻
十

一
。
恋
歌

一　
読
人
し
ら
ず

・
五
〇
二
）

２４
、
岩
つ
ゝ
し
の
さ
た

思
ひ
い
づ
る
と
き
は
の
山
の
い
は
つ
つ
し
い
は
ね
ば
こ
そ
あ
れ
こ
ひ
し

き
も
の
を

（巻
十

一
・
恋
歌

一　
読
人
し
ら
ず

ｏ
四
九
五
）

２５
、
こ
む
ら
さ
き
の
事

君
こ
ず
は
ね
や
へ
も
い
ら
し
こ
紫
わ
が
も
と
ゆ
ひ
に
し
も
は
お
く
と
も

（巻
十
四

。
恋
歌
四
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
六
九
二
）
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２６
、
ゆ
た
の
た
ゆ
た
と
い
ふ
事

い
で
我
を
人
な
と
が
め
そ
お
ほ
舟
の
ゆ
た
の
た
ゆ
た
に
物
思
ふ
こ
ろ
ぞ

（巻
十

一
。
恋
歌

一　

一面
入
し
ら
ず

ｏ
五
〇
八
）

結
句
　
こ
ろ
ぞ
―
こ
そ

（秘
伝
抄
）

２７
、
よ
る
の
衣
を
か

へ
す
と
い
ふ
事

い
と
せ
め
て
こ
ひ
し
き
時
は
む
ば
玉
の
よ
る
の
衣
を
返
し
て
ぞ
き
る

（巻
十
二

・
恋
歌
二
　
小
野
小
町

・
五
五
四
）

２８
、
夕

つ
け
鳥
の
さ
た

こ
ひ
こ
ひ
て
ま
れ
に
こ
よ
ひ
ぞ
相
坂
の
ゆ
ふ
つ
け
鳥
は
な
か
ず
も
あ
ら

な
む
（巻
十
三

・
恋
歌
三
　
よ
み
人
し
ら
ず

上
全
二
四
）

２９
、
板
井
の
清
水
と
い
ふ
事

わ
が
か
ど
の
い
た
ゐ
の
し
水
さ
と
と
ほ
み
人
し
く
ま
ね
ば
み
く
さ
お
ひ

に
け
り（巻
二
十

・
神
あ
そ
び
の
う
た
　
と
り
も
の
の
う
た

。
一
〇
七
九
）

結
句
　
お
ひ
に
け
り
―
ゐ
に
け
り

（秘
抄
）

３０
、
ぉ
と
ろ
の
も
の
か
た
り

お
く
山
の
お
ど
ろ
が
し
た
も
ふ
み
わ
け
て
み
ち
あ
る
代
ぞ
と
人
に
知
ら

せ
ん

（
『新
古
今
集
』
巻
十
七

・
雑
歌
中
　
太
上
天
皇

。
一
六
二
五
）

二
句
　
が
―
の

（秘
伝
抄
）

し
た
も
―
下
を

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

３‐
、
み
ち
の
く
の
花
か
つ
み
と
い
ふ
事

み
ち
の
く
の
あ
さ
か
の
ぬ
ま
の
花
か
つ
み
か
つ
見
る
人
に
こ
ひ
や
わ
た

ら
む
（巻
十
四

・
恋
歌
四
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
六
七
七
）

四
句
　
見
る
―
み
し

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

人
に
―
人
を

（秘
伝
抄
）

３２
、
す
ゑ
の
松
山
の
さ
た

君
を
お
き
て
あ
だ
し
心
を
わ
が
も
た
ば
す
ゑ
の
松
山
浪
も
こ
え
な
む

（巻
二
十

。
東
歌
　
み
ち
の
く
う
た

。
一
〇
九
二
）

初
旬
　
を
―
ナ
シ

（秘
伝
抄
）

三
句
　
わ
が
―
わ
れ

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

３３
、
は
し
め
の
恋
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を

さ
ざ
れ
い
し
の
な
か
の
お
も
ひ
の
う
ち
つ
け
に
も
ゆ
と
も
人
に
し
ら
れ

ぬ
る
か
な

（
『続
古
今
集
』
巻
十
二
・
恋
歌
二
　
式
子
内
親
王

。
一
〇
五

一
）

二
句
　
お
も
ひ
の
―
お
も
ひ
を

（秘
抄
）

四
句
　
も
ゆ
―
も
ゆ
る

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）



３４
、
つ
き
く
さ
の
さ
た

い
で
人
は
事
の
み
ぞ
よ
き
月
草
の
う
つ
し
心
は
い
ろ
こ
と
に
し
て

（巻
十
四

。
恋
歌
四
　
よ
み
人
し
ら
ず

・
七

一
一
）

３５
ヽ
も
と
か
し
は
と
い
ふ
事

い
そ
の
か
み
ふ
る
か
ら
を
の
の
も
と
が
し
は
本
の
心
は
わ
す
ら
れ
な
く

″ト
（巻
十
七

・
雑
歌
上
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
八
八
六
）

３６
、
う
つ
ふ
し
そ
め
と
い
ふ
事

世
を
い
と
ひ
こ
の
も
と
ご
と
に
た
ち
よ
り
て
う
つ
ぶ
し
ぞ
め
の
あ
さ
の

き
ぬ
な
り

（巻
十
九

・
雑
体
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
一
〇
六
八
）

初
旬
　
ひ
―
ふ

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

三
句
　
よ
り
て
―
よ
れ
は

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

結
句
　
あ
さ
の
―
あ
ま
の

（秘
抄

・
秘
伝
抄
）

３７
、
い
な
を
ゝ
せ
と
り
の
さ
た

わ
が
か
ど
に
い
な
お
ほ
せ
ど
り
の
な
く
な

へ
に
け
さ
吹
く
風
に
か
り
は

き
に
け
り

（巻
四

・
秋
歌
上
　
よ
み
人
し
ら
ず

・
二
〇
八
）

３８
、
呼
子
鳥
の
さ
た

を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
な
か
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ぶ
こ
ど

り
か
な（巻

一
。
春
歌
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
二
九
）

３９
ヽ
都
鳥
と
い
ふ
事

名
に
し
お
は
ば
い
ざ
事
と
は
む
宮
こ
ど
り
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し

や
と
（巻
九

・
暑
旅
歌
　
在
原
業
平
朝
臣

ｏ
四

一
一
）

イ
、
御
賀
玉
木

口
、
妻
戸
に
け
つ
り
花
の
事

ハ
、
か
わ
な
草
の
事

二
、
百
千
鳥
の
事

も
も
ち
ど
り
さ
へ
づ
る
春
は
物
ご
と
に
あ
ら
た
ま
れ
ど
も
我
ぞ
ふ
り
行

（巻

一
。
春
歌
上
　
よ
み
人
し
ら
ず

ｏ
二
八
）

ホ
、
呼
子
鳥
の
事
↓
３８
参
照
。

へ
、
稲
負
鳥
の
さ
た
↓
３７
参
照
。
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末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料
の
調
査

・
翻
刻
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
、

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（ち
か
も
と

。
け
ん
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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